



































































































号 創刊号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号 第７号 第８号 第９号 第10号 第11号 第12号
合計
掲載率






論文 7 14 9 11 25 12 6 14 12 8 13 7 138
実践事例研究 1 1 1 1 5 7 2 1 0 6 2 3 30
研究ノート 2 8 3 4 4 2 1 4 1 3 7 6 45






論文 3 4 2 3 4 2 3 4 3 1 2 1 32 23.2
実践事例研究 1 0 0 0 1 2 1 0 1 2 1 1 10 33.3
研究ノート 0 2 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 ７ 15.6




































































ＩＤ 論文種別 掲載号 掲載時キャリア 現在キャリア 地域 性別
Ａ
論文
1-4 大学院生・非常勤講師 大学教員 北海道・東北 女性
Ｂ 1-4 大学教員 大学教員 東海・北陸 女性
Ｃ 5-8 期限付き研究員 大学教員 近畿 女性
Ｄ 5-8 大学非常勤助手 大学教員 関東 女性
Ｅ
実践事例研究
1-4 大学教員 NPOスタッフ 東海・北陸 女性
Ｆ 5-8 女性センター（財団）職員 女性センター（財団）職員 近畿 女性
Ｇ 9-12 行政職員 女性センター館長 関東 女性
Ｈ 9-12 自主グループ 大学院生 関東 女性










































































































































度数 ％ 度数 ％
大学教授 ３ 5.8 ７ 13.5
大学准教授・助教授 ３ 5.8 ９ 17.3
大学専任講師・講師 ６ 11.5 ３ 5.8
大学助教 ０ 0.0 ２ 3.8
大学助手 ２ 3.8 ２ 3.8
大学非常勤講師 ４ 7.7 ７ 13.5
大学研究員・研究協力員 ０ 0.0 ２ 3.8
大学職員 ２ 3.8 １ 1.9
大学院生（注１） 24 46.2 ６ 11.5
民間研究所研究員 １ 1.9 １ 1.9
行政職員 ２ 3.8 １ 1.9
女性センター館長 ０ 0.0 １ 1.9
女性センター職員 １ 1.9 １ 3.8
NPOスタッフ ２ 3.8 １ 1.9
団体主宰 ０ 0.0 １ 1.9
自主グループメンバー １ 1.9 ０ 0.0
弁護士 １ 1.9 １ 1.9
予備校講師 ０ 0.0 １ 1.9
不明 ０ 0.0 ５ 9.6
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『国立女性教育会館研究ジャーナル』投稿論文掲載者フォローアップ調査
とって、個々の実践を意味づけ、交流を促すナショナ
ルセンターとして存在しているといえるのではないだ
ろうか。
⑷社会への発信の場
　インタビューの結果から、「実践事例研究」掲載者
にとってNWECジャーナル投稿という行為は、「キャ
リア形成のため」と意識されたものではないが、掲載
によって自分の活動に自信を持つことができたり、活
動が広がったりして結果的にキャリア形成につながる
といえるだろう。近年、女性学を対象とした研究紀要
は数多く刊行されているが、所属先を持たない市民活
動などの実践者にとって、「実践事例研究」というカ
テゴリーを持つNWECジャーナルは貴重な存在であ
り、実践事例研究者を育てる重要な役割を果たしてい
るといえる。
また、実践者として自分の活動を発信することは重
要であり、社会への発信の場としてのNWECジャー
ナルの果たす役割は大きく、掲載者は意識の高い読
者層とジャーナルの質の高さに価値を見出している。
NWECジャーナルが質の高い社会への発信の手段と
して有効であることが今以上に認識されれば、「紀要」
としての役割を超えた「社会へのインパクト」が期待
できる媒体として、存在価値はさらに高まるであろ
う。
4．研究と実践をつなぐ学術ジャーナル
　NWECジャーナルは男女共同参画と生涯学習のた
めの学術誌として、多くの女性研究者および実践者
（一部男性も含む）の研究を社会に発信してきた。掲
載論文の専攻分野は人文社会科学を中心に多岐にわ
たっており、また「実践事例研究」のカテゴリーを設
けることで、学際的、実践的な論文発表の場として
独自の存在意義を持っている。調査に回答した掲載
者の約７割が他の発表媒体ではなくNWECジャーナ
ルを第一希望として投稿しており、約半数はNWEC
ジャーナルで初めて査読付き論文を発表する機会を得
ていた。掲載者は論文掲載までのプロセスで自分の研
究や実践への自信を得、多くの場合、査読付き論文と
してのNWECジャーナルへの掲載が、その後のキャ
リアにプラスに影響している。大学院生など研究者
キャリアの初期段階にあった人は、掲載から一定期間
を経て、常勤のアカデミック・ポストを得ているケー
スもみられ、NWECジャーナルがジェンダー研究に
関わる女性研究者にとって初期キャリア形成の一助と
なっていることがわかる。
　一方、「実践事例研究」という独自の投稿カテゴリー
を設けることによって、女性センターや行政で働く女
性、NPOなどの市民活動をする女性など研究者以外
の実践者にも、自らの実践を論文の形でまとめ、広く
社会に発信する手段として活用されている。これらの
場合も、仕事の幅を広げたり、新しい活動の道が開け
るなど、結果として掲載者のキャリア形成にプラスの
影響を与えていることが確認された。
「論文」「実践事例研究」いずれの場合も、「査読付
き」の論文として発表できることが掲載者にとって重
要視されており、今後も質の高い査読システムを維持
していくことが求められている。また、研究者だけで
なく広く男女共同参画に関わる実践者が活用できるた
めには、「実践事例研究」という独自の投稿カテゴリー
を今後も維持し、「入選論文報告会」「論文の書き方講
座」の実施など、投稿者を育てるような仕組みをさら
に工夫し、活性化を図ることも求められるだろう。
　女性教育のナショナルセンターとしての機能が期待
される国立女性教育会館にとって、論文掲載という形
で実践と研究をつなげることのできるNWECジャー
ナルを発行している意味は大きい。研究と実践の両面
において男女共同参画社会の形成を担う人材の育成に
寄与するため、独自の役割を発揮することが求められ
ている。
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